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1　はじめに
2013 ～ 2014 年シーズンの岡山県におけるインフルエ

ンザ流行の詳細を明らかにするため，岡山県感染症発生

動向調査事業（以下「発生動向調査」という。）の定点医療

機関におけるインフルエンザ患者発生状況及び学校等に

おけるインフルエンザ集団発生事例の発生状況を解析し

た。また，患者から採取された咽頭拭い液等からインフ

ルエンザウイルス（以下｢Inf.V｣ という。）の検索を行っ

た。

2　材料及び方法
2.1　インフルエンザ患者発生状況

発生動向調査の週別患者報告に基づき，定点医療機関

あたり（以下「定点あたり」という。）のインフルエンザ患

者数（1 週間に 1 ヵ所の定点医療機関を受診したインフ

ルエンザ患者数の平均値）を算出・集計した。集団発生

事例の発生状況については，保健福祉部健康推進課がと

りまとめた「インフルエンザとみられる学校等の臨時休

業について」をもとに集計した。

2.2　Inf.V 検索材料

2013 年 10 月～ 2014 年 8 月に，発生動向調査におけ
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要　　旨
2013 ～ 2014 年シーズンの岡山県におけるインフルエンザは，岡山県感染症発生動向調査事業における患者発生状況

から，2013 年第 52 週（12 月下旬）に流行が始まり，2014 年第 5 週（2 月上旬）をピークとし，2014 年第 22 週（6 月上旬）

に終息したものと考えられた。患者から検出されたウイルスは，AH1pdm09 型が 48 件，AH3 型が 45 件，B 型が 30

件であった。2013 年中は AH3 型のみの検出で，2014 年に入り AH1pdm09 型及び B 型が検出され始めたが，流行のピー

クを迎えるまでは AH3 型が最も多く検出された。定点医療機関あたり患者数は，2 月上旬に流行のピークを迎えた後

も高い状態で推移し，3 月上旬に至って減少に転じた。また，2 月上旬以降のウイルス検出件数は，AH1pdm09 型，B 型，

AH3 型の順で多くなっていた。よって，2013 ～ 2014 年シーズンは，2014 年 1 月下旬までは AH3 型を，2 月上旬以降

は AH1pdm09 型を流行の中心とし，そこへシーズンを通して継続的に検出された B 型が加わった混合流行であると推

察された。AH1pdm09 型が加わった 3 種類の混合流行は，県内では 2010 ～ 2011 年シーズン以来であった。
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る病原体定点及び積極的疫学調査で確認されたインフル

エンザ患者 119 人及び 2013 年 11 月～ 2014 年 2 月にイ

ンフルエンザ集団発生が認められた 9 施設の患者 20 人，

合計 139 人から採取した咽頭拭い液等を Inf.V 検索材料

とした。

2.3　遺伝子検出法に基づく Inf.V 検索

遺伝子検出法に基づく Inf.V の検索については，国立

感染症研究所から示された「インフルエンザ診断マニュ

アル（第 2 版）」に従って実施した。すなわち，QIAamp 

Viral RNA Mini Kit（株式会社キアゲン）を用い，検体か

らウイルス RNA を抽出後，前記マニュアルに従って逆

転写リアルタイム PCR（RT-realtimePCR）法を実施し

た。

2.4　Inf.V AH1pdm09 型の薬剤耐性マーカー遺伝子の

検出

Inf.V AH1pdm09 型の薬剤耐性マーカー遺伝子の検出

に つ い て は， 国 立 感 染 症 研 究 所 か ら 示 さ れ た「A/

H1N1pdm09 H275Y 耐性株検出法実験プロトコール

（2011 年 8 月 ver.2）」に従って実施した。すなわち，遺

伝子検出法により Inf.V AH1pdm09 型陽性となった検

体について，MDCK 細胞を使用してウイルス分離を実

施した 1）。分離株からウイルス RNA を抽出し，前記マ

ニュアルに従って One-step RT-PCR 法を実施した後，

耐性遺伝子の有無を解析した。その結果，耐性株及び耐

性株と感受性株の混合株と判定された株については，国

立感染症研究所にて，薬剤感受性試験を実施した。

3　結果
3.1　患者発生状況

発生動向調査における県全体の定点あたりのインフル

エンザ患者数の推移を，図 1 に示した。2013 年第 52 週（12

月下旬）に，定点あたり患者数がインフルエンザ流行開

始の目安とされる 1.0 人を超えた後，2014 年第 2 週（1

月上旬）には注意報レベルにあたる定点あたり 5.0 人を

上回った。そこから患者数は急激に増加し，第 5 週（2

月上旬）には定点あたり 28.89 人に達し，今シーズンの

ピークを迎えた。その後，患者数は定点当たり 20.0 人

を超えた高い状態で推移したが，第 10 週（3 月上旬）か

らは減少し，第 21 週（5 月下旬）には定点あたり 1.0 人を

下回り，流行はほぼ終息した。

インフルエンザとみられる学校等の臨時休業施設数及

び県全体の定点あたりのインフルエンザ患者数の推移を

図 2 に示した。今シーズンの臨時休業施設数は，652 施

設であった。その内訳は，小学校 470 施設（72.1%），幼
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図１ 週別の定点あたりインフルエンザ患者数及びウイルス検出状況
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図１　週別の定点あたりインフルエンザ患者数及びウイルス検出状況

カラムが型別のウイルス検出数を，折れ線が県全体の定点あたり患者数を示す。
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稚園 83 施設（12.7%），中学校 76 施設（11.7%），高等学校

17 施設（2.6%），その他 6 施設（0.9%）であった。2014 年

に入ると臨時休業施設数は急激に増加し，第 5 週（2 月

上旬）には，今シーズン最多となる 88 施設からの報告が

あった。その後，臨時休業施設数は 60 ～ 80 施設と多い

状態で推移したが，第 10 週（3 月上旬）以後は減少した。

シーズンを通して，臨時休業施設数の推移は，定点あた

り患者数の動向とよく一致していた。

3.2　ウイルス検出状況

インフルエンザ患者からの検体採取状況及びウイルス

検出状況を表 1 に示した。散発例では患者 119 人中 105

人（88.2%）か ら Inf.V が 検 出 さ れ、 そ の 内 訳 は

AH1pdm09 型が 39 件（32.8%），AH3 型が 38 件（31.9%），

B 型山形系統が 22 件（18.5%），B 型ビクトリア系統が 6

件（5.0%）であった。一方，インフルエンザ集団発生が認

められた 9 施設の患者 20 人中 18 人（90.0%）から Inf.V

が検出され，その内訳は AH1pdm09 型が 9 件（45.0%），

AH3 型が 7 件（35.0%），B 型山形系統が 2 件（10.0%）で

あった。ウイルス株全体では AH1pdm09 型が 48 件

（34.5%），AH3 型が 45 件（32.4%），B 型山形系統が 24

件（17.3%），B 型ビクトリア系統が 6 件（4.3%）であった。

週別のウイルス検出状況を図１に示した。AH3 型は

シーズン前半から検出され，2014 年第 4 週をピークに

以後大きく減少した。AH1pdm09 型は，2014 年に入る

と検出され始め，2 月には最も多く検出された。B 型に

ついては，山形系統は 2014 年に入ると継続的に検出さ

れ，ビクトリア系統は散発的に検出された。

Inf.V AH1pdm09 型の薬剤耐性マーカー遺伝子の検出

については，今シーズン検出された AH1pdm09 型のう

ち，ウイルスが分離できた 43 株について実施し，1 株

から薬剤耐性マーカー遺伝子が検出された。なお，その

1 株について，国立感染症研究所において薬剤感受性試

験を実施した結果，オセルタミビル（タミフル）及びペラ

ミビル（ラピアクタ）に対して耐性を示し，ザナミビル（リ

レンザ）及びラニナビル（イナビル）に対しては感受性を

示したことが確認された。

4　考察
今シーズンの岡山県におけるインフルエンザは，患者

発生状況から 2013 年第 52 週（12 月下旬）に流行が始ま

り，2014 年第 5 週（2 月上旬）をピークとし，2014 年第

22 週（6 月上旬）に終息したものと考えられた。全国も県

内と同様に，2014 年第 5 週（2 月上旬）をピークとする流

行パターンが認められた 2）。ウイルス検索では，2013
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図2 週別のインフルエンザとみられる学校等の臨時休業施設数及び定点あたりインフルエンザ患者数
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図 2　週別のインフルエンザとみられる学校等の臨時休業施設数及び定点あたりインフルエンザ患者数

カラムが施設別の臨時休業数を，折れ線が県全体の定点あたり患者数を示す。
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年中は AH3 型のみの検出で，2014 年に入り AH1pdm09

型及び B 型が検出され始めたが，流行のピークを迎え

るまでは AH3 型が最も多く検出された。定点あたり患

者数は，2 月上旬に流行のピークを迎えた後も高い状態

で推移し，3 月上旬に至って減少に転じた。また，2 月

上旬以降のウイルス検出件数は，AH1pdm09 型，B 型，

AH3 型の順で多くなっていた。よって，今シーズンは

2014 年 1 月 下 旬 ま で は AH3 型 を，2 月 上 旬 以 降 は

AH1pdm09 型を流行の中心とし，そこへシーズンを通

して継続的に検出された B 型が加わった混合流行であ

ると推察された。一方，全国では，県内同様に 3 種類の

混合流行であったが 2），流行の中心は AH1pdm09 型単

独であり，県内のような流行ピーク前後での中心となる

型に変化は見られなかった。県内の過去 2 シーズンは，

AH3 型を主流行とした B 型との混合流行であり 3），4），

AH1pdm09 型が加わった 3 種類の混合流行は，県内で

は 2010 ～ 2011 年シーズン以来であった 5）。B 型に着目

すると，2010 ～ 2011 年シーズンはビクトリア系統のみ

の検出であったが 5），その後，シーズン毎に山形系統の

検出割合が増加し，今シーズンは山形系統とビクトリア

系統の検出割合は 4:1 であった。
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表１　インフルエンザ検査成績

AH1
pdm09型

AH3型
B型

(ビクトリア
系統)

B型
(山形
系統)

所管保健所名

倉敷市保健所 14/15 12 2 0 0

岡山市保健所 25/29 10 10 1 4

備中保健所 65/74 16 26 5 18

美作保健所 1/1 1 0 0 0

小計
105/119
(88.2%)

39
(32.8%)

38
(31.9%)

6
(5.0%)

22
(18.5%)

施設名 所在地 検体採取年月日

A幼稚園 総社市 2013.11.14 1/1 0 1 0 0

B小学校 倉敷市 2013.11.19 3/3 0 3 0 0

C幼稚園 美作市 2014.1.14 2/2 2 0 0 0

D小学校 岡山市 2014.1.14 1/1 1 0 0 0

E小学校 岡山市 2014.1.15 2/2 0 0 0 2

F小学校 和気町 2014.1.20～21 3/4 3 0 0 0

G小学校 玉野市 2014.1.23 1/1 1 0 0 0

H小学校 高梁市 2014.1.24 3/3 0 3 0 0

I小学校 真庭市 2014.2.14 2/3 2 0 0 0

小計
18/20
(90.0%)

9
(45.0%)

7
(35.0%)

0
(0.0%)

2
(10.0%)

合計
123/139
(88.5%)

48
(34.5%)

45
(32.4%)

6
(4.3%)

24
(17.3%)

*　陽性数/検体数

表１　インフルエンザ検査成績

検出*

集
団
発
生
事
例

検体採取状況

ウイルス検出・同定

同定

散
発
事
例

検体採取年月日

2013.10.9～2014.3.11

2013.10.24～2014.8.28

2013.11.14～2014.5.29

2014.5.26
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